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砂解 説

矢野倖ーと“アロー号"

Koichi Yano and “Arrow" 

1.矢野倖ーの人と業績 1)

まず.矢野倖ーの人と業績に係わる一般的解説

をリピートして最低限の義務を片付けることから

始めよう.矢野倖ー (1892-1975)は福岡の酒造

家の長男として誕生し幼少期から機械に対する

関心と才能を示した.県立福岡工業学校(現 ・福

岡県立稲岡工業高等学校)機械科4年生の 1912

年，彼は模地飛行機に熱中し，この年6月には下

宿先の鉄工所で豆ガソリン機関まで製作してい

る.その諸元は自動吸気弁のOHV水平対向4気

筒 91I6X3Ain. (14.29xI9.05 mm). 1ぺ2HP /200 rpm.. 

乾電池+コイル点火というものであり.その製作

に際しては東京帝大助教授.内丸最一郎の『瓦斯

及石油機閥jが唯一の参考書として用し‘られたら

しい.

このエンジンを装備する機体も同年10月に完

成した.しかし問機は出力不足のため飛行には

失敗している.それでも，翌年4月に開催された

福岡日日新聞社主催の飛行機大会に学校推薦によ

り出品された問機は最優秀の甲賞を射止めた.

受賞を機に矢野は福岡の素封家，村上義太郎(菜

種油を造る九州製油会社その他を経営)の後援を

受けることとなり，併せて村上から自動車の研究.

手始めとして自らの邸宅に保管されていた日露戦

争(1904-・05)の戦利品，フランス製サイクルカー

(軽便4給自動車)“ルデオン"(De Dion -Bou-

ton)の修理.改造話を持ち掛けられる.残念な

がら，その諸元については3.5PS.リアエンジン.

表面気化器とおぼしき原始的な気化器の採用.減

速平歯車による後軸駆動.パーハンドル.革サド

キ 大阪市也大学教授

Osaka City Univ、Prof
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図 l 矢野倖ーの“アロー号"
福岡市博物館にて動態保存，常設展示中. (写真:(:側矢

野特殊自動車)

ル，といった断片的情報が記録されているだけで

ある 2)

矢野少年はこれをフロントエンジン，ファイナ

ルにスパイラル・ベベルギヤを用いたFRとし，
お必

丸ハンドル付きの2人乗りに改造し遂せた.これ

が“村上のブリキ自動車"として地元の評判に

なったサイクルカーで，ともかく実走はしたもの

の.故障頻発で実用水準には達しなかった (後掲

凶2)斗

1913年の卒業後，矢野は村上の後援の下.4人

乗り国産小形乗用車開発へと釆・り出す.彼はまず

オースチン(英)など外国車のカタログ集めから

始め.内燃機関については九州帝国大学.岩岡保

作教授に教えを乞うたと伝えられている 4)

矢野青年は東京の日本自動車の技師の指導も仰

ぎつつ. 1913年春，“アロー号"の設計を完成さ

せた翌年，試作に着手し福岡市の斎藤鉄工所

(後の昭和鉄工)の工場の一部を借り受けて部品

製造を始め.気筒のボーリングに九州帝大工学部
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の施設を.その他の機械加工には母校の実習工場

の機微をも1It-即した

19日年8Jl241-1.シャシが完成し引き続き

側前i イ~Al製脱別市体の製作へと取りかかる.こ

うして矢野の"矢"に閃んで"アロー号"と名付

けられた試作取は 1916iF 8月2日.完成した
プラグとディストリビュータのヘッドはボッ

シユー41輸とタイヤは1)助二輪車用のモノを流HI

した.その祁Jeは1:':1m 320 kg. 全長2590mm.
'1111isl( 1830 mmの4人来りフェ一トンで機関は水

冷SV.2 L -98.9 x 88.9 mm.排気量1054cc. 出

)J 10 PS/1800 rpmであった.

もっと も.完成した試作車は気化器の不首尾の

ため実用には適さなかった.できの悪い表lfii気化
器が掠JIIされていたからであろう.対策のため.

矢野はベンツ社技師にして第一次大戦. LI重J(古品

i波のドイツ人捕虜となっていたハルチン-プッ

シゥ氏を制|湖の収符所に訪ね. コンサルテイング

を乞うた.オリジナルの気化鵠を「一笑にふした」

彼の指示に従って矢野は上海へと赴き.議吹き式

のZenith気化器を調達. これで"アロ-5・は
実川に適する ri動車となった 5)

矢野はその後も小}伝来用Jiiを分業による|l!日量制

家|村正業的'1:'.瑳技術体系によって製造するという

見果てぬ~.;を抱き続ける一方. 1922年 11月. 白

'討の矢野オート工場(現・(柑矢野特殊自動車)に

て機械式および油圧式ダンプトラック.装l輸・装

軌小Jf~ トラクタ等の特装車.特殊車開発・製造に

従事し.この)jlfliの先駆肴となった.

2.“村上のブリキ自動車"とド・デイオン

ーブートンを巡る謎

i ) 3輪車 (tricycJe)

さて.・・アローザ"がI~II自i.現物ともに保存され.

懐IIJ~\?i にも予rr.欠かぬのに対して.往年の"村上の

ブリキ(1助，p:..のベースTIIについては情報が乏し
く.かつ.知事;:している.rl本自動車殿堂の解説
には「前輪駆動の l人乗りオートパイ型四輪車」

とあり.矢野特殊自動車のHPにはド・デイオン
白動3輪'lIの 1I同像が解説抜きに添えられている.

rFI本自動tド仁業!と毛布jは3.4輸の別については

何も191;1してく れていないが.賢しらを言えば.

3輸ならトリサイクルと表記されるべきであり.

サイクルカーと表記する以上は4輪でなければ本

*=は筋述いである. また. I苅2からは・・村tのブ
リキ自動'II..がラジエーター付きであったらしき
係子がうかがわれる.そうであれば.つまりそれ

がダミーであったのでなければ.エンジンは水冷

であったということになる

ら
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悩;断を述べるなら.ベース車に係わる，iir輪駆動
'1[，況は誤りである. しかし. このベース'Iiの正体
についてはなお.多くの謎が残されている.そこ

で，とりあえず. ド・デイオンーブートン3輪'1':

の榔.iilについて維認することから始めよう. 1立13

はその以ーも初期の姿であり. リヤエンジン.その

l.i、火は然行式で‘ある 後者はほどなくパイプレー
タInl路{，)きのt:jJf電気点火に置換えられてい

る?

図3 最初期のド デイオンーブー
トン3輪車
Pag，色 MOlorcyc/.剖 .Side carsαIIdCy. 
clecClrs.p.25 Fig.4. 

，([符19cmの環状冷却フィン 16枚をイIする血

部イ本式空冷気筒と表面気化器.電気l.(火系のあ

らましはl立14のとおりである.気筒は航全発動機

~tみの鍛鋼製削り出し品で.頭郊一体は当時とし

てはごく汗Jillの構造であったー気筒liIiを別体とす

83 



LEMA No.534 

るのは大量生産の論理であり，使う側としては一

体式の方が漏洩もなく使利な面もあった.それで

も，この気筒は手聞をかけた削り出しの産物で

あったから， 13;4 HP型の気筒壁厚はわずか

3mm，フインの厚さは 2mm程度にすぎなかっ

たクランク室も航空発動機並みに Al合金製で

あった.

点火系は熟成型では上述の通りパイプレータ回

路付きとなっていた.図4からは排気の一部を導

いてガソリンを加熱し蒸発させる表面気化器

(carburetting tank) の構造が観取されよう.B

は空気抜き.Dはフロート，RとR'は空気と混

合気の制御弁である.Dが在った以上，本気化装

置は言葉の完全な意味において「フロー トなし」

ではなかったが，このフロートは油而調整にくみ

するシカケなどではまったくなく，燃料計のそれ

であった.

t E-一一 一 M

掴下~_ II R' ~ 

I A I 

図4 ド・デイオンーブートン3輪車のエンジン回り
The AlItomobile Its Com'fmcioll and Management. Trans-
latcd and revised edition of G己rardLavergn， MOlluel 
Theoretique et Pratique de L'alllOmobile sur Roule. (Paris. 
19ω) . by P.. N.， Hasluck. London ct.al.. 1902. p.l創
Figs.165. 166 

I庇排気弁の配置はSVであったが，吸気は自動
弁となっていたしかし 1898-99年モデルに

おいてはこれとは異なり 自動吸気弁は取外し容

易な弁かごに収容されて排気弁の直上へと移さ

れ.いわゆる F頭の弁配置に改められていた(図

5) 初期のインデイアンやハーレー自動二輪車の

エンジンと同じ趣向である.これによ って吸気弁

の温度は引下げられ，充填効率は向上せしめられ

た.

そのサイズと出力については同じ文献に58φ
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図5 1898-99年型ド・ディオ
ンーブートン3輪車機関の
弁配置

di110.， p.l85 Fig.167 

x70mm型で 11;4HP/1400 rpm.， 66 oにボア
アップしたもので 13;4HPとある.しかしながら，

これらのモデルは実際には3000rpm.あたりまで

回すことができた.

ド・デイオンーブートン3輪車には基本的にク

ラッチも変速機もなく，始動はデコンブを作動さ

せつつペダルか押し掛け，停止は点火のカット.

登坂に際しては点火時期の遅延によって対処し

た.もっとも.オプションとしては Demultiplica-

torと称する簡単な歯車変速機の選択が可能で¥

勾配の多い地方のユーザーはこれを組み込むこと

となっていた.このユニットには取り回し簡使化

のため.ニュー トラル機能が備えられていた

なお.1!;4 HPモデルには減速比 7(12: 84)の

ファイナルのみの設定であったが.l%HPモデ

ルにはユーザーの好みに応じてツーリスト =9.6

(11 : 106)，オーデイナリ ー=8(13: 104)， レー

シング=6.8 (45・102)という 3種の終減速比が

朋意されていた 7)

以上の点から.“村上のブリキ自動車"のベー

ス車との異同を観れば，一致点はパーハンドル，

革サドル，表面気化器，リヤエンジン，歯車によ

る直接的なファイナル ・ドライブであり.不一致

点は空冷であることと約半分に相当する小出力と

である

ii )小形4輪車(voiturette) 

続いて同時代のド ・デイオンーブートン小形4

輪車に目を向けよう.その小形4輪車の外観を図

6に，エンジンの外観，縦断面を図 7に示す. こ

のエンジンは3輪車のそれをそのまま大きくした

ような直立単気筒ではあったが，最大の相違点は
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図6 世紀転換期のド・デイオンーブートン
小形4輪車
dillo.. p.445 Fig.436 

図7 ド・デイオンーブートン小形4輪車の
エンジン
dillo.. p.l52 Figs.1l5. 116. 

;.K冷で、あることと霧吹き式気化器の採用(区18.9)

とにあった.

このエンジン.実は当初.空 -水冷で気信Jy.J'iの

みが水冷されており.その11'1力は3HPであった

とイええられている 1><1 7として掲げた例休は鋳鉄

製の純然たる水冷気筒を持つエンジンであり. ピ

図9 ド・デイオンーブートン小形4輪車工
ンジン周気化器
dillo.. p.92 Figs.59， 60. 

ストンも鋳鉄製であった残念ながらこの完全水

冷機関の出)Jについては不明である クランク室

は3輸卓機関と Irij.HR.AI合金製であった.その

l奴排気系と屯気点火系要吉I~は|火18 に示されるとお

りである.

気化滞(図 9)は個性的レイアウトながらフロー

ト室(Cがフロート).針弁.ジェットとヴェンチュ

リーからなる正則の霧吹き式水平流気化持で、あっ

た.それはあたかもインデイアンやハーレ-・く

ろがね"等に使mされていたシェブラー(リン
カート)気化器の先祖のような作品で.仮にも矢

野がこれに馴染んでいたとすれば.慌ててゼニス

を求めて上海に赴くこともなかったであろう.だ

とすれば¥矢野がいじくったのはやはり，先に観

た三輪車であったかという憶測にもなる 8)

なお， ド・デイオンーブートン小形4輪車川エ

ンジンはその後.吸気弁をも臼動弁からカム駆動

に改めたおなじみの Lヘッドのsv式へと改めら
れている 凶10がそれで， 1910年頃の作であろ

うか?とまれ，矢肝がこの新型を

相手にしていないことだけは. 1-1路

戦争の戦利品うんぬんのエピソード

にnHらすに. まず修実である.

図8 ド・デイオンーフ一トン小形4輪車エンジンの吸排気系，点火系(タ
イマー)

ド・デイオンーブートン小形4輪

車には2段変速機が装備されてい

たこれと上述の D仰 lul!iplicarorと

の異川については遺憾ながら不明で

あるが.おそらく同工のモノであっ

たろう. ド・デイオンーブートン小

形4輪車のパワー トレインの全体構

di//o.. p.l53 Figs.1l7. 118. 成については図 11に.その変速機
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図 10 通常型の
svに改めら
れたドデイ
オンーフ一ト
ン小形4輪車
のエンジン

内丸最一郎 I改訂
瓦斯友石油機関j

後編，丸善，1916年，
459頁，第三百九十
九圃，第四百圃.

図11 ド・デイオンーブートン小形4輪車
のI~ワートレイン

dilto.. p.446 Fig.437 

図12 ド・デイオンーブートン小形4輪
車の変速機
dillO.， p.282 Fig.249. 

の外観は図12に示されている.開発実験段階で

は後軸として3輪車と同様のリジッド・アクスル

が採用されていたものの，商品化の時点において

は後輪独立懸架の前駆形態であるド・デイオン ・

アクスルが使用されるようになった.なお，変速

機ケースもクランク室と同様， AI合金製であっ

た.

ド・デイオンーブートン小形4輪車用変速機の

作用を理解するには変速機の縦断面と横断面とを

併せてにらむ必要がある.これらは図 13として

掲げられる.

縦断面， Bがクランク軸に対する継手， Mが

変速機主軸であり， p， pは歯数の異なる駆動側

歯車で副軸上の従動歯車とは常時噛合いの関係に

あった.DとEは2つの従動歯車に付属する内

部拡張式摩擦クラッチを構成するもので，その構

造は横断而に示されている.すなわち，厚目の割

円断面を持つ2個のカマボコ片=クラッチ・

シューは2本のターンパックル・シャフトによっ

てその半径方向張出し量を規制されており，ター

ンパックル・シャフトの中央にはこれを副軸内の

ラック(縦断面図 C)をもって回転させるための

ピニオンが位置している.中央の“十"は副軸に

固定されたクラッチ・ハブである.シューの摩擦

片は恐らく皮革であったろう.

副軸端より ラック Cを出し入れすることによ

り右 (Hi) 侭~と左 (Lo) 似IJのターンパックル ・シャ

フトは互いに同方向に旋回するが.それぞれのネ

ジは逆に切られており，例えば，ラックが右にシ

フトすればHi1MI]がつながり Lo側が切れる，逆

は逆といった具合になっていたようである.中立

位置はもちろん，ニュートラルで

あったから，このド・デイオンー

ブー トン小形4輪車に独立したユ

ニットとしてのクラッチが装備さ

れる必要はなかった.

ラック C自体がターンパ ック

ル・シャフトになっているのは H

を抜j 両側のクラッチがミー ト

するまで中立位置にてCを回転

させ，そこからいくばくか戻した

ところのスプラインj茸KにHを

図13 ド・デイオンーブートン小形4輪車用変速機の断面
ditto.， p.283 Fig.250. p.284 Fig.251. 

はめて回り止めとしてクラッチ隙

間の調整を行うためであろう こ
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れはシューの摩擦材が摩耗する以仁避けては通

れない措置であったはずである.また.主軸外端

に見えているのは遊星歯車を用いた逆転機構らし

い.つまり.後退に際しては Lo(左)側のPを

逆転させたことになる.その外に見えているスプ

ロケット・ホイールはおそらく始動機構の一部で

あると忠われる.

以上の諸点からド・デイオン ーブートン小形4

輪車と“村上のブリキ自動車"のベース車との異

同を観れば. 一致点はリ ヤ置きの水冷エンジンと

直接的なファイナル・ドライブ¥不一致点は1人

乗り.パーハンドル.革サドル.議吹き気化器.

出力に関する若|二の相違ということになる. もっ

とも，上述の出力 3HPは空・水冷時代のそれで

あり.水冷機関が4HP程度になっていた可能性

はある これに表面気化器を組合せたモノが3.5

馬力程度にレート されたとしてもあながち不思議

とは言えない.

ド・デイオンーブートン・トリサイクルおよび

ヴォアチュレットと“村上のブリキ白動車"の

ベースとされる車とを巡る上述の一致ならびに不

一致点からは前掲図3とも図6とも異なる過渡的

ないし混合物的サイクルカーが存在し，あるいは

ユニットの寄せ集めによってあつらえられてお

り，それが件のベース車となったのではないか，

という疑念が浮上して来る

かく申せばいかにもご都合主義的解釈の極みと

そしられそうであるが. 11'J丸は前掲

図10のエンジンに係わる説明とし

て「此種の機闘は三輪自縛車若くは

一人乗口動車の如き放熱器を取付け

得べき小型の車にのみ使則せら

る、 J(460頁〔強調引用者J)と述
べていた.この記述から判断するに.

一部に水冷エンジン付きのド -デイ

オンーブートン3輪車などというシ

ロモノが存夜していたという事跡は

明らかである.

トヘ

ンドルを有する(=採向減速機構を持たぬ).そ

して革サドル付きの 1人乗りのサイクルカー然た

る車両として試製されていたと想像してもあなが

ちi}ijは当らぬであろう.

"村上のブリキ自動車"のベース車がド ・デイ

オンーブートンの動力付き軽便車両であったこと

は確実で、あるにせよ.それは定番のトリサイクル

ともヴォアチュレットとも異なる過渡的ないし試

製品的な.あえて想像をたくましくすればミリタ

リー・スペックのサイクルカーであった…・・・など

と推論する余地もなくはないということである.

もちろん，以上はあくまでも想像の域を出ぬ仮説

に過ぎず.真実は相変わらず謎として残されたま

まである.

3. ゼニス気化器とド・デイオンーブートン

…相反する技術的経験の総合

往時.自動車機関や航空発動機に広く用いられ

ていたゼニス気化器のうち.20世紀への転換期

の向動車用気化器は阿 14に示されるような構造

を有する昇流式気化器であった そして.これこ

そが“アロー号"を起死回生させた部品である.

一般に，気化時やtE装品等機関付属品は専門
メーカーによる製造が普通であり，当時，欧米で

は独立系を合め数多くの部品メーカーが存夜し

た.気化器では Stromberg.Carter. Marbel (共

に米).Zenith. Solex. Claudel (共に仏)等が著

V 

邑

図 14 20世紀初頭の自動車周ゼニス気化器そうであるとすれば.逆に.Mー初
期jのド・デイオンーブートンィ、形4

輪車のエンジンに表而気化都が装備

されていた可能性もありえようし

それが件の変速機を備え. リジッド

のリヤアクスルを与えられ.パーハ

L.. Baudry dc Saunier. L'allloll1obile TiJeoriqlle & Pralique.災JlIJe1. 1913. p.96 
Fig.53. p.97 Fig.54. 
主噴孔G2からの燃料供給は吸入負庄に感応するため回転数と共に多くなり
混合気を濃くしようとする.補助環状噴孔G，からの燃料供給は吸入負圧と
無関係にオリフィス Iによって規制されているため回転数と共に相対的に低

下し混合気を薄くしようとする.G，+Gzの総燃料総供給量は回転数に係わり
なくほぼ一定の混合比を保つことになる.
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名であった 9)

昇流式気化器はフロート室における油而調整に

狂いが生じた場合等にも機関側に生ガソリンが流

下する恐れはな く安全である.降流式の場合，機

関停止後，気化器内残留ガソリン.あるいは真空

式加速ポンプ付気化器においてはその吐出ガソリ

ンの機関本体側流入による潤滑阻害に対して吸気

管形状等の面で予防措置を講じておく必要があ
る 10)

昇流式はヨリ簡単 ・安全ではある反面，応答性

に劣る欠点をかこっ すなわち，ガソリン中の重

質成分は気化器内では揮発せずl庇気管内壁を液状

のまま流れて機関に吸入されるため.壁面流れが

重力に逆らって進行する昇流式においては降流式

との比較において加速時の応答性が極端に悪くな

る.それゆえ，昇流式に降流式と対等の加速性を

確保するには後者・におけるより混合比を相当濃く

してやらねばならない.つまり.昇流式は燃費面

でも降流式に劣る.また，昇流式気化器は重質成

分に富んだガソリンの場合.低j昆始動性の点でも

劣っていたと考えられる.これらの理由から.自

動車機関界においては 1930年代， 一斉に降流式

気化器へのシフトを生じた

かような意味においてそれは大局的には間もな

く旧態化する運命にあった技術である.しかし

それはまた世紀転換期直後においては最も優れた

自動車用気化器であり，ことにゼニスの製品は

フォード!li等にも用いられた世界標準的技術で

あった.矢野の成功がー而においてゼニスやボッ

シュといった世界標準的技術を受容した素直な態

度と行動に裏付けられていた，という点は重要で

ある.

他方，矢野がたびたび，ひらめかせた独創的問

題解決法は披自身の資質に根差すもので、あったこ

とはもちろんながら.これと同時に，未だ少年の

面影を残す頃からド・デイオンーブートンなどと

いう個性の塊のごとき技術的作品と格闘した経験

にも裏打ちされていると思われる.例えば.全盛

期のド ・デイオンーブー トン式変速機のごときキ

ワモノを知り抜いたうえに“村上のブリキ自動

車"から“アロー号"まで造り上げてしまってい

た矢野であればこそ.機械式ダンプ機構など朝飯

前であり.装軌車両の複雑極まる操向装置につい

ても難なく扱いえたであろうことは想像に難くな
し、 11)

彼に自動車と係わる機縁を与えたド ・デイオン

ーブートン社はモデルチェンジ毎に標準的構造へ

の接近をうかがわせつつ 1932年，廃業へと追い

込まれている.かような事跡、を側聞するにつけ，

極端に個性的な技術と標準的な技術との双方に精

通しその狭間にあって独創の志の下に両者を総

合しつつ向らの立ち位置を定めえたこと，それが

矢野倖ーなる技術者の真骨頂であり.生き残りと

成功への鍵で、もあったとの感を禁じえない.

一一脚注一一

1)彼の業絞と・アロー号"に係わる来歴とについては臼

動車工業会編 『日本自動車工業史稿 (I)J1965年.265-

271貰， r日本自動車工業史稿 (2)J 1967年.55 -56， 
461-474. 518 -522頁.rR本自動車工業史稿 (3)J1969 
年， 380 -384真に詳しく.後の解説は大抵.それを要約
したり脚色したりする程度に終っており， rツールエンジ
ニアJVol.59 No.l3. 2018年 10月号 17-20頁に掲載の 「今
月のゲスト日本の技術者矢野倖ーさんjや本稿第 l節も
その例外ではない.

2)気化器に係わる原表記は 「フロートなしの版始的製品」

である.

3)サイクルカーと総称される自動二輪車の派生物的軽便

自動車について明確な定義はないが.その一種.スミスモー

ター付きの 8riggs& Stratton製"FLYER"については:1/11稿
「ス ミスモーター符論J(大阪市立大学学術機関リポジトリ
登載)にて紹介しておいた.サイクルカーに関する体系的

な記述としては cf..Victor W.. Page， Motorcycles， Side cars 
and Cyclecars. N.Y.. 1914， Ch. VII. 
4)ちなみに.この時代のオースチン車のエンジンはTヘッ
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ドSV式の独立気筒4つを有する水冷直列機関であった.
星子勇 『ガソリン務動機自動車』第二版，極東書院.

1916 :1ュ，22頁，第十凶i周.32頁，第廿三岡.参照.
なお，野球史にもその名をfSめる岩附(1893年.東京帝
大物理卒-1945:f-没)は東京工業学校教授時代にはかの
浅川権八の恩師であったほど古い時代の大先生であった

が，領域的には機械工作法の研究者であり，内燃機関の専

門家との形容に相応しい人物ではなかった.彼は名古屋高

等工業学校教授を経て九州帝大に赴任した 九州帝大にお

ける本俗的な内燃機関研究者の哨矢は岡本勇象 (1894-

1973)である.伊藤茂「浅川権八先生略伝J浅川権八先

生謝恩会 『浅川先生のおもかげJ1964年.目Ir収， 20 !'t. 
岡本宿象 「ホわけの頃 (18)J r内燃機関JVol.6 NO.61 
1967年7月 (誌而に (19)とあるのはぷ槌)，参照.
5) Zenithはフランスに発祥した気化器メーカーで英米等

にも進出し多国籍化していた

6)パイ プレータ回路については1/11稿 「三菱航空発動機技

術史第四剖IJ“補論補助点火系統についてぺ参l!日 (大

阪市立大字学術機関リポジトリ登載).参照



矢野伴ーと ・アローす'

7) cf.. The AUlOmobile 115 COI/SlrllCioll and Mal/agelllenl 
pp.432-434 

!日IjI即時~復興期のダァトサン.ニッサンflJFI '}ふl化?lfJを
)IJなしているが.未だ発衣の機会を科ていない

8)シェブラー(リンカート)気化23については拙杭 irJ本
内燃機 H くろがね ‘市JfJ車両史J(大阪市立大学学術機関
リポジトリ登依)にて紹介しておいた
9) ij史liijJUJにおける II動中機関・鉄道lli梢機関m気化総の
概要について簡単には祁i航「戦前 ・ 戦時JUJの 1~lj庄中・大型
自動!j!川j機関についてJ(大阪市立大学乍術機関リポジト
リ笠松) . 参!'~.戦前戦後の 1'1 動車!日気化l*fについては「戦

10)外流式の場ft守逆にl吸気孔fflljへのi長官がえ1'.ずる こ
れは直ちに危険とか有~~:とかいうわけではないが. I待に燃
半|のj良質となる その一例について館i1j1には坂1".茂樹 ・版
111鋤 『ある鉄道事故の俄l支IJ11本経済汗i論社. 2005 {I'-. 
119 1'T参!!自
ll)その一端については林 鮮明 『タンクテクノロジー』
山海'::t. 1992年句137-142頁，参!!明。
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